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登
下
校
時
、
歩
道
が
混
ん
で
い
る
と
き
、

車
の
サ
イ
ド
ミ
ラ
ー
と
接
触
し
て
し
ま
う

歩
道
で
前
の
人
を
追
い
抜
か
す
と
き

は
、
一
瞬
で
も
車
道
に
出
な
い

子どもの命を守るために特
集

う
ち
の
子
は
大
丈
夫
と
思
っ
て
い
ま
せ
ん
か
⁉

　
子
ど
も
の
ま
わ
り
に
は
様
々
な
危
険
が
い
っ
ぱ
い
。
交
通
事
故
、
不
審
者
、
い
じ

め
、
災
害
、
ネ
ッ
ト
犯
罪
な
ど
、
子
ど
も
の
年
齢
が
上
が
っ
て
も
親
の
心
配
は
尽
き

な
い
も
の
で
す
。
親
と
し
て
、
子
ど
も
の
命
を
守
る
た
め
に
、
ど
ん
な
こ
と
が
で
き

る
の
か
を
考
え
て
み
ま
し
た
。

　

子
ど
も
の
命
を
守
る
と
い
っ
て

も
、
常
に
子
ど
も
の
そ
ば
に
つ
い
て

い
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。
日
頃

か
ら
命
の
尊
さ
に
つ
い
て
話
題
に
し

て
い
れ
ば
、
き
っ
と
子
ど
も
に
伝
わ

る
は
ず
で
す
。
う
ち
の
子
は
大
丈
夫

と
考
え
て
し
ま
い
が
ち
で
す
が
、
子

ど
も
の
ま
わ
り
に
ひ
そ
む
危
険
に
つ

い
て
、
改
め
て
親
子
で
考
え
直
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　

ま
ず
は
親
子
で
話
し
た
り
、
一
緒

に
い
る
時
間
を
大
切
に
し
た
り
し

て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
り

ま
し
ょ
う
。
そ
う
す
る
こ
と
で
子
ど

も
の
ま
わ
り
に
ど
ん
な
危
険
が
あ
る

の
か
が
見
え
て
く
る
は
ず
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
子
ど
も
が
自
分
ら
し

く
生
き
て
い
く
た
め
に
「
自
分
の
命

は
自
分
で
守
る
」と
い
う
力
を
育
て
、

子
ど
も
を
社
会
に
送
り
出
す
務
め
が

親
に
は
あ
る
の
で
す
。

最近、不審者情報
　　多くて心配だわ！

「学校に行きたくない」って…
もしかして、いじめ？

最近、性犯罪も多いけど…

大きな地震が
　あったときは？

会ったことのない人と
　ネットでつながっていたら…

下校してすぐ自転車で遊びに
行くけど、大丈夫かしら？

・子どもが誰とどこで遊ぶかを
聞いておきましょう

・よく通る道の危険箇所やどん
なときに事故に遭いやすいか
などを、子どもと話しておきま
しょう

・不審者に関する事案につい
て話をしておきましょう

・防犯ベルを携帯させましょう
・親子で「安心の家」を確認し
ておきましょう

・子どもの変化に敏感になりましょう
・子どもの話をじっくり聞いてあげま
しょう
・すぐ学校に相談しましょう

・出かけるとき、誰とどこへ何をし
に行くのか、帰宅時刻も確認し
ておきましょう
・我が家のルールを作りましょう

・学校、登下校時、留守番のと
きなど、状況に応じた行動に
ついて話をしておきましょう
◆避難場所の確認
◆危険な場所について
◆連絡方法は？

・フィルタリングをかけていますか
・ネット利用に我が家のルールはありますか
・ネットにひそむ危険について話をしましょう

例え
ば

こんな
こと…

家族、ママ友、学校、相談機関など、まずは相談
してみましょう

親が相談できるところを持とう

子どもの話を最後まで聞いていますか？
子どもの様子に敏感でいましょう

子どものことを知ろう

子どもが誕生した時の話をしてみませんか？
かけがえのない存在であることを伝えましょう

命の大切さを子どもに伝えよう

子どもの目線で通学路を歩いてみましたか？
親子で様々な危険に関心をよせましょう

身のまわりの危険を知ろう

例
❶

例
❷

！
注
意

自
転
車
に
乗
り
交
差
点
で
一
時
停
止
せ

ず
、
車
と
接
触
し
転
倒

車
と
の
接
触
事
故
で
、
運
転
手
に
「
大
丈

夫
で
す
」
と
答
え
て
し
ま
う

必
ず
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
、
停
止
線
で
一

旦
停
止
し
、
左
右
の
確
認
を
す
る

「
大
丈
夫
で
す
」
と
答
え
ず
、
親
や
先

生
に
す
ぐ
連
絡
を
し
て
も
ら
う

例
❸

！
注
意

！
注
意 よ

く
あ
る
子
ど
も
の
交
通
事
故
例

親ができることは

　

我
が
家
の
朝
は
、
忙
し

く
、
騒
が
し
い
。
４
人
の
子

ど
も
を
相
手
に
「
早
く
起
き

な
さ
ー
い
‼
食
べ
な
さ
ー
い

‼
忘
れ
物
は
な
い
？
」
と
。

口
う
る
さ
い
と
分
か
っ
て
い

て
も
、
つ
い
日
課
の
よ
う
に

言
っ
て
し
ま
う
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
用
意

が
で
き
る
と
大
き
な
声
で

「
い
っ
て
き
ま
ー
す
」
と
足

早
に
出
か
け
る
。
負
け
ず
と

大
き
な
声
で
「
い
っ
て
ら
っ

し
ゃ
ー
い
！
車
に
気
を
付
け

る
の
よ
」
と
、
本
当
に
慌
た

だ
し
い
。

　

最
近
は
物
騒
な
事
件
も
多

く
、
危
険
な
の
は
車
だ
け
で

は
な
い
。
不
審
者
情
報
も
あ

る
だ
け
に
、
心
配
は
絶
え
な

い
が
、
四
六
時
中
子
ど
も
に

つ
い
て
い
る
訳
に
も
い
か
な

い
。
ふ
と
思
っ
た
。
本
当
に

必
要
な
口
う
る
さ
さ
は
、
朝

の
世
話
焼
き
で
は
な
く
、
不

審
者
対
策
や
防
犯
の
話
、
交

通
ル
ー
ル
等
の
多
様
な
危
険

性
を
話
し
続
け
る
こ
と
で
は

な
い
の
か
と
。
こ
の
記
事
の

依
頼
を
受
け
て
改
め
て
考
え

さ
せ
ら
れ
た
。

　

私
が
家
族
に
で
き
る
安

全
対
策
の
一
つ
は
、
家
族

の
無
事
を
祈
る
「
い
っ
て

ら
っ
し
ゃ
い
」
と
い
う
言
葉

が
け
。
あ
り
ふ
れ
た
光
景
だ

が
、
こ
の
言
葉
に
は
、
気
を

付
け
て
無
事
に
帰
っ
て
く
る

の
よ
、
と
い
う
祈
り
と
願
い

が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
だ

わ
り
は
、
大
き
な
声
！
ど
こ

の
家
庭
も
、
同
じ
思
い
で
あ

ろ
う
。

　

元
気
な
声
で
「
た
だ
い
ま

〜
」
。
さ
ら
に
大
き
な
声
で

「
お
か
え
り
〜
」
と
言
え
た

と
き
の
安
堵
感
と
幸
せ
な
気

持
ち
は
何
と
も
言
え
な
い
。

「
い
っ
て
ら
っ
し
ゃ
い
」
に

込
め
る
家
族
の
安
全
祈
願
。

こ
れ
か
ら
も
心
を
込
め
て
伝

え
て
い
き
た
い
。（

Ｋ
・
Ａ
）

自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
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☆ 笑顔のアイデアを出していく方法を、今度
のＰＴＡ研修会で取り入れたい。

☆ 今まで、人を笑顔にさせるのは難しいと
思っていた。今回ヒントをもらったので活
用していきたい。

参加者の声

　

10
月
18
日
、
飯
山
市
民
会

館
に
お
い
て
研
究
大
会
が
開

催
さ
れ
た
。
大
会
テ
ー
マ

「『
心
で
向
き
合
え
て
い
ま
す

か
』
〜
家
庭
で
、
学
校
で
、

地
域
で
、
共
に
育
つ
た
め
に

〜
」
の
も
と
、
県
内
各
地
か

ら
約
６
０
０
名
の
会
員
が
参

集
し
た
。

　

開
会
式
で
は
、
青
木
十
郎

大
会
長
、
宮
川
直
樹
大
会
実

行
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
に
続

き
、
伊
藤
学
司
長
野
県
教
育

長
、
足
立
正
則
飯
山
市
長
が

祝
辞
を
述
べ
た
。
伊
藤
教
育

長
は
、
急
速
に
広
が
る
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
の
利
用
に
つ
い
て

「
子
ど
も
と
ル
ー
ル
を
定
め

て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。
し
か
し
、
ル
ー
ル
の
内

容
や
守
り
方
に
つ
い
て
、
親

と
子
の
意
識
に
ズ
レ
が
あ

る
」
と
話
さ
れ
た
。

　

そ
の
後
大
会
は
、
三
行
詩

コ
ン
ク
ー
ル
の
表
彰
、
研
究

協
議
、
講
演
会
と
続
い
た
。

　

閉
会
式
で
は
、
千
野
貴
文　
　

副
大
会
長
に
よ
る
大
会
宣
言

が
あ
り
、
盛
大
な
拍
手
で
承

認
さ
れ
た
。

　

コ
ー
チ
ン
グ
と
は
、
人
間
の
可
能
性
を
引
き

出
す
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
あ
る
。〝
笑
顔

番
長
〞
の
愛
称
で
親
し
ま
れ
て
い
る
フ
ァ
シ
リ

テ
ー
タ
ー
石
田
智
子
さ
ん
を
迎
え
、
会
場
参
加

型
の
『
笑
顔
の
コ
ー
チ
ン
グ
』
を
体
験
し
た
。

第57回

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
研
究
大
会
飯
水
大
会

〜
歴
史
と
文
化
が
宿
る
飯
山
で

　
　

子
ど
も
た
ち
の
生
き
抜
く
力
に
つ
い
て
考
え
る
〜

研究協議講 演 会
『
笑
顔
の
コ
ー
チ
ン
グ
』

〜
家
庭
で
、
学
校
で
、
地
域
で
、

　
　
　
　
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
た
め
に
〜

わ
が
子
を『
メ
シ
が
食
え
る
大
人
』

に
す
る
思
春
期
の
子
育
て

　

研
究
協
議
に
続
き
、
松
島
伸
浩
氏
の
講
演
会

が
行
わ
れ
た
。
事
例
を
交
え
て
の
講
演
は
、
軽

妙
な
語
り
口
で
分
か
り
や
す
く
、
90
分
の
講
演

時
間
が
短
く
感
じ
ら
れ
た
。

　

少
子
高
齢
化
、
２
０
２
０

年
の
教
育
改
革
な
ど
、
予
測

で
き
な
い
社
会
の
変
化
の
中

自
立
し
た
大
人
に

多
様
な
経
験
を
さ
せ
る

聞
く
力
を
養
う

取
材
を
終
え
て

自
立
心
を
育
む

　

学
校
に
い
る
と
、
授
業
や

　

私
は
、
右
目
が
先
天
性
の

網
膜
剥
離
で
見
え
ず
、
左
目

は
弱
視
だ
。
だ
か
ら
と
い
っ

て
、
子
ど
も
の
頃
か
ら
親
に

行
動
を
制
限
さ
れ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。
色
々
と
制
限
さ

れ
て
い
た
ら
、
か
え
っ
て
内

を
生
き
て
い
く
子
ど
も
た
ち

に
「
生
き
る
力
」
を
身
に
つ

け
る
こ
と
が
必
要
だ
。
そ
の

た
め
に
は
「
メ
シ
が
食
え
る

大
人
」
す
な
わ
ち
「
家
族
を

養
い
、世
の
中
の
役
に
立
つ
、

自
立
し
た
大
人
」
に
育
て
る

こ
と
が
重
要
だ
。

向
的
な
子
ど
も
に
な
っ
て
い

た
と
思
う
。
自
立
心
を
育
む

た
め
に
は
「
見
つ
め
て
、
見

守
り
、
認
め
る
」
こ
と
が
大

切
だ
。

　

松
島
氏
は
「
子
ど
も
と
一

緒
に
い
る
時
間
は
長
い
よ
う

で
短
い
。
巣
立
つ
日
が
来
る

ま
で
、
家
族
で
楽
し
い
思
い

出
を
た
く
さ
ん
作
っ
て
ほ
し

い
」
と
話
さ
れ
た
。
残
り
少

な
い
子
育
て
の
時
間
を
大
切

に
し
た
い
と
、
し
み
じ
み
感

じ
た
。

1963年生まれ。
群馬県出身。
現在、スクールFC
代表兼花まるグルー
プ常務取締役。過去
25年間で多くの受
験相談、教育相談の
実績がある。

集
会
な
ど
で
先
生
の
話
を
聞

く
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
だ
。
話

を
き
ち
ん
と
聞
け
る
子
ど
も

は
、
学
力
も
高
い
。
聞
く
力

を
養
う
た
め
に
は
、
親
子
の

会
話
が
大
事
に
な
っ
て
く

る
。
テ
レ
ビ
を
消
し
て
、
会

話
を
し
な
が
ら
ご
飯
を
食
べ

る
な
ど
、
子
ど
も
と
話
す
時

間
を
で
き
る
だ
け
多
く
と
り

た
い
。

松島伸浩氏
講師

　

三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル

長
野
県

Ｐ
Ｔ
Ａ

　

今
年
度
の
応
募
数
は
、
小
学
生
部
門
、
中
学
生
部
門
、

保
護
者
・
教
職
員
部
門
合
わ
せ
て
７
４
９
５
点
。

　

10
月
１
日
の
第
３
次
選
考
会
に
お
い
て
選
ば
れ
た

「
長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
三
行
詩
コ
ン
ク
ー
ル
」
優
秀
作
品
の

中
か
ら
３
点
を
紹
介
す
る
。（
敬
称
略
）

長
野
県
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
長
賞

優
秀
賞

優
良
賞

参
観
日

　
仕
事
休
ん
で
来
て
く
れ
る

　
　
こ
っ
そ
り
応
え
ん

　
あ
り
が
と
う

隠
し
事
悩
み
事

　
言
っ
て
な
い
の
に

　
　
な
ん
で
わ
か
る
の
お
母
さ
ん

ど
こ
か
似
て
る

　
な
ぜ
か
似
て
る

　
悪
い
と
こ
ろ
も
良
い
と
こ
ろ
も

　
　
君
を
叱
っ
て
親
も
自
分
を
叱
っ
て
る

花
岡
　
舞
（
美
篶
小
5
年
）

大
峡
　
和
（
鼎
中
3
年
）

金
山
　
裕
（
浪
合
小
保
護
者
）

百
田
朱
希
（
筑
摩
小
3
年
）

小
出
智
也
（
泉
小
4
年
）

伊
藤
真
弓
（
治
田
小
6
年
）

石
岡　

桜
（
飯
山
小
6
年
）

岩
間
志
穂
（
浅
間
中
1
年
）

小
嶋　

織
（
高
陵
中
2
年
）

伊
井
玲
奈
（
浅
間
中
3
年
）

矢
澤
恒
汰
（
永
明
中
3
年
）

伊
藤
真
由
美（手

良
小
保
護
者
）

伊
藤
わ
か
な

（
東
春
近
小
保
護
者
）

中
島
淳
子（

泰
阜
小
保
護
者
）

西
原
こ
ず
み（小

山
小
保
護
者
）

　

審
査
の
中
で
多
く
の
作

品
に
触
れ
、
わ
ず
か
三
行

で
は
あ
る
が
心
に
グ
ッ
と

く
る
も
の
が
あ
っ
た
。
今

後
も
、
三
行
詩
コ
ン
ク
ー

ル
を
き
っ
か
け
に
、
家
庭

の
つ
な
が
り
を
見
直
し
て

ほ
し
い
。

青
木
大
会
長
に
よ
る
総
評

応
募
の
き
っ
か
け
は
？

―
ク
ラ
ス
で
一
人
ひ
と
り
考

え
て
応
募
し
ま
し
た
。

ど
ん
な
時
に
作
り
ま
し
た

か
？

―
お
母
さ
ん
が
仕
事
か
ら

帰
っ
て
き
た
時
、
自
然
と

思
い
浮
か
ん
で
き
ま
し

た
。

受
賞
と
聞
い
た
時
ど
う
で
し

た
か
？

―
す
ご
く
び
っ
く
り
し
ま
し

た
。
嬉
し
か
っ
た
で
す
。

●
受
賞
者
の
声
●

　家庭も学校も地域も、子どもが社会
で生き抜く力を育む基盤です。対話を
通じて人と人との結びつきを強め、信
頼関係を築いていくことがＰＴＡ活動
の本質です。
　ＰＴＡは、同じ未来を担う子どもた
ちを支える者の集まりです。私たちが
心がける笑顔は、言葉を超えて気持ち
をまわりに伝えていきます。
　明るい子どもの未来を信じて、一緒
に笑顔で満ちあふれたＰＴＡ活動に取
り組んでいきましょう。
平成27年10月18日
第57回長野県ＰＴＡ研究大会飯水大会

大会宣言（要約）
笑顔の対話で、
　生き抜く力を子どもたちに！

①
聴
く

最
後
ま
で
否
定
し
な
い
。

「
あ
い
づ
ち
、
う
な
ず
き
、

く
り
か
え
し
」
を
し
な
が

ら
、
心
を
傾
け
て
聴
く
。

②
質
問
す
る

よ
い
質
問
は
、
よ
い
答
え

を
引
き
出
す
。
好
奇
心
を

発
揮
し
、
質
問
す
る
。

③
ほ
め
る

お
だ
て
る
の
で
は
な
く
、

事
実
を
あ
り
の
ま
ま
伝

え
、
ほ
め
る
。

　

初
め
に
、
ヒ
ー
ロ
ー
イ
ン

タ
ビ
ュ
ー
の
形
式
で
、
２
人

一
組
に
な
り
役
割
を
決
め

る
。
ヒ
ー
ロ
ー
は
「
自
分
が

笑
顔
に
な
っ
た
体
験
」
を
話

し
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ア
ー
は
ど

ん
ど
ん
質
問
を
し
て
い
く
。

　

こ
の
方
法
は
、
そ
の
時
の

体
験
が
よ
み
が
え
る
た
め
、

自
然
と
笑
顔
に
な
り
、
元
気

が
あ
ふ
れ
出
て
く
る
。
相
手

に
元
気
が
な
い
な
と
い
う
場

合
に
活
用
で
き
、
真
剣
に
話

を
聞
い
て
も
ら
え
る
こ
と

で
、
次
の
一
歩
を
踏
み
出
す

力
が
湧
い
て
く
る
。

　

次
に
「
笑
顔
ス
イ
ッ
チ
」

（
自
分
が
笑
顔
に
な
る
き
っ

か
け
）
を
、
４
人
一
組
で
出

し
合
っ
た
。
多
く
の
「
笑
顔

ス
イ
ッ
チ
」
が
出
さ
れ
る
な

か
、
女
性
会
員
が
発
表
し
た

「
地
元
か
ら
有
名
力
士
が
出

た
と
き
」
に
は
自
然
と
拍
手

が
お
こ
り
、
会
場
に
笑
顔
が

広
が
っ
た
。

　

相
手
の
可
能
性
を
引
き
出

す
た
め
に
は
「
信
じ
、認
め
、

任
せ
る
」
こ
と
が
大
切
で
あ

る
。
そ
し
て
何
よ
り
、
ま
わ

り
の
笑
顔
を
増
や
す
た
め
に

は
、
自
分
が
笑
顔
で
あ
る
こ

と
。
家
庭
が
笑
い
の
た
え
な

い
場
所
に
な
れ
ば
、
子
ど
も

へ
、
さ
ら
に
は
学
校
や
地
域

全
体
へ
と
笑
顔
は
伝
染
し
て

い
く
。

　

塾
で
は
、
子
ど
も
た
ち
に

「
外
で
遊
べ
」
と
言
っ
て
い

る
。
勉
強
以
外
の
多
様
な
経

験
を
す
る
こ
と
で
、
多
少
の

こ
と
で
は
く
じ
け
な
い
心
が

育
つ
。
外
遊
び
や
習
い
事
、

ス
ポ
ー
ツ
で
も
い
い
。
小
さ

な
失
敗
体
験
、
成
功
体
験
を

さ
せ
、
失
敗
し
て
も
そ
の
次

が
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
経

験
さ
せ
る
こ
と
が
大
事
で
あ

る
。

受
賞
し
た
花
岡
舞
さ
ん

（
写
真
中
央
）

石田さんの指導による『笑顔のコーチング』
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　放送作家の加瀬清志氏が「子育てを楽しむ」という観
点からオリジナルの子育て論を展開。こどもがかかわる
驚くような出来事が多い昨今，新しい視点でもう一度子
育てを見つめてみませんか。こどもが成長する中で悩ん
だり迷ったりしたときに，読んでいただきたい 1冊です。

発行・信州教育出版社　ご注文はしんきょうネット（TEL 026-233-1135) まで

3035

家族で楽しい時間を過ごすヒントが満載 !

加瀬清志 著
Ｂ 6判・カバー装・240ページ
 定価 1296 円（1200 円 +税）

＊講演のご要望は下記にお問い合わせください。
 【加瀬清志  ＴＥＬ０２６７－６８－２４６５】

・こどもにも「年中行事」を大切に　・こどもと「図書館」に行くと

・こどもの「体」を鍛えるには　…など　全９章

受
賞
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

全
国
表
彰

平
成
27
年
度
の
〈
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表

彰
〉〈
文
部
科
学
大
臣
表
彰
〉お
よ
び
〈
全
国
小
・
中
学

校
Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
〉
の
表
彰
式
が
11
月
19

日
、
東
京
都
千
代
田
区
の
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
で

行
わ
れ
た
。
本
県
か
ら
は
６
団
体
と
４
名
が
表
彰
の
栄

を
受
け
た
。
以
下
に
本
県
の
受
賞
団
体
と
受
賞
者
を
紹

介
す
る
。（
敬
称
略
）

全国表彰は、ＰＴＡにおける活動が社会
教育の発展に貢献した団体・個人に対し
て行われるもので、教育の向上と文化の
振興に寄与することを目的としています。

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰

（
団
体
）

・
下
條
村
立
下
條
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
佐
久
市
立
臼
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

（
個
人
）

・
香
山

保
弘
（
平
成
25
年
度
副
会
長
）

・
瀧
澤　
　

聡
（
平
成
25
年
度
副
会
長
）

・
丸
田

浩
之
（
平
成
26
年
度
副
会
長
）

・
井
出
由
賀
理
（
平
成
26
年
度
副
会
長
）

文
部
科
学
大
臣
表
彰

（
団
体
）

・
長
野
市
立
真
島
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
飯
田
市
立
遠
山
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

・
私
立
日
向
幼
稚
園
保
護
者
会

日
本
教
育
新
聞
社
社
長
賞

（
全
国
小
・
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
広
報
紙
コ
ン
ク
ー
ル
）

・
飯
田
市
立
伊
賀
良
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
協
議
会
会
長
表
彰（
団
体
）

文部科学大臣表彰（団体）

日本教育新聞社社長賞
「伊小ＰＴＡ」

飯田市立伊賀良小学校ＰＴＡ

第37回全国小･中学校ＰＴＡ広報紙コンクール

昔
な
が
ら
の
定
住
者
と
、

他
市
町
村
か
ら
の
移
住
者
の

み
地
域
の
連
帯
感
が
薄
れ
て

い
く
な
か
、子
ど
も
と
大
人
、

地
域
と
学
校
と
の
親
交
を
深

め
る
機
会
を
増
や
す
こ
と
に

よ
り
、
地
域
全
体
の
教
育
力

向
上
に
役
立
て
た
い
、
と
の

立
場
か
ら
「
学
校
支
援
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」を
立
ち
上
げ
た
。

の
よ
う
で
あ
る
。
①
Ｐ
Ｔ
Ａ

会
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を

実
施
し
、
よ
り
多
く
の
会
員

が
参
加
で
き
る
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動

に
つ
い
て
考
察
し
た
。
②
ス

ポ
ー
ツ
交
流
会
で
は
、
誰
も

が
気
軽
に
参
加
で
き
る
種
目

を
選
び
、
懇
親
会
も
茶
話
会

キ
ャ
リ
ア
教
育
講
演
会
な
ど

を
行
っ
た
。

　

保
護
者
だ
け
で
な
く
、
地

域
や
教
育
関
係
者
な
ど
様
々

な
人
脈
を
た
ど
り
、
平
日
の

昼
間
で
も
生
徒
た
ち
と
活
動

で
き
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
集

め
る
こ
と
が
で
き
た
。　

　

今
後
の
課
題
で
重
要
な
の

は
、
継
続
し
て
い
く
こ
と
と

考
え
て
い
る
。
ニ
ー
ズ
が
出

た
時
に
、
様
々
な
人
脈
を
使

に
変
更
し
た
。
③
下
條
ふ
る

さ
と
塾
（
キ
ャ
リ
ア
教
育
）

で
は
、
村
内
で
活
躍
す
る
多

く
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
が
地
域
講

師
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

　

今
後
は
、
趣
味
な
ど
も
気

軽
に
紹
介
す
る
場
と
し
て
い

け
れ
ば
と
考
え
て
い
る
。

い
需
要
に
こ
た
え

下
條
村
立
下
條
小
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

佐
久
市
立
臼
田
中
学
校
Ｐ
Ｔ
Ａ

長野市立真島小学校ＰＴＡ飯田市立遠山中学校ＰＴＡ

真
島
小
Ｐ
Ｔ
Ａ
は
、
地
域
と
連
携
し
、
親

子
で
ふ
れ
あ
う
活
動
の
機
会
を
大
切
に
し
て

き
て
い
る
。

平
成
13
年
度
よ
り
、
学
校
・
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
育

成
会
の
共
催
で
「
親
子
ふ
れ
あ
い
体
験
学

習
」
を
実
施
し
て
い
る
。
平
成
26
年
度
は
、

夏
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
な

ど
12
講
座
を
開
設
。
ま
た
、
収
穫
祭
（
餅
つ

き
）
も
企
画
し
、
全
校
児
童
が
、
昔
な
が
ら

の
方
法
で
餅
つ
き
を
体
験
す
る
。

年
２
回
の
資
源
回
収
お
よ
び
親
子
作
業

は
、
多
く
の
父
親
も
参
加
し
て
い
る
。

遠
山
中
保
護
者
全
員
が
４
つ
の
部
会
に
所

属
し
、熱
心
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
の
一
つ
、
施
設
学
友
林
部
は
、

昭
和
29
年
第
１
回
植
林
を
行
っ
て
以
来
、
下

草
刈
り
や
枝
打
ち
、
間
伐
な
ど
の
作
業
を
し

て
い
る
。
学
友
林
作
業
は
、
３
年
保
護
者
や

生
徒
も
参
加
す
る
。
資
源
回
収
で
は
、
全
保

護
者
、
全
校
生
徒
、
全
職
員
が
一
丸
と
な
っ

て
活
動
し
、
環
境
保
全
に
つ
い
て
も
呼
び
か

け
て
い
る
。

全
部
会
が
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
通
し
て
、
子
ど

も
と
親
が
共
に
育
つ
こ
と
を
願
い
、
主
体
的

な
活
動
を
進
め
て
い
る
。

Ｑ　

工
夫
し
た
点
は
？

Ａ　

中
学
校
の
校
長
先
生
へ

の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
や
、
新
体

育
館
の
工
事
の
様
子
な
ど
、

独
自
取
材
の
記
事
を
増
や
し

た
。
ま
た
、
イ
ラ
ス
ト
や
マ

ン
ガ
を
加
え
て
親
し
み
や
す

く
し
た
。

Ｑ　

受
賞
の
感
想
を
？

Ａ　

伊
賀
良
小
は
児
童
数
が

千
人
に
せ
ま
る
大
規
模
校
で

あ
り
、
保
護
者
や
先
生
、
地

域
の
方
々
が
、
熱
い
想
い
を

も
っ
て
子
ど
も
た
ち
を
支
え

て
い
る
。
そ
の
パ
ワ
ー
が
評

価
さ
れ
た
と
思
う
。

第
63
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大
会
札
幌
大
会

日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ
全
国
研
究
大

会
が
8
月
21
・
22
日
札
幌
で

開
催
さ
れ
た
。「
ひ
ろ
が
れ

子
の
未ゆ

め来
！
つ
な
が
れ
親

力
！
〜
今

札
幌
か
ら
始
ま

る
こ
れ
か
ら
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
〜
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
約

８
０
０
０
名
が
参
加
し
盛
大

に
行
わ
れ
た
。

１
日
目
は
、
家
庭
教
育
を

テ
ー
マ
と
し
た
第
2
分
科
会

に
参
加
し
、
札
幌
市
円
山
動

物
園
長
の
田
中
俊
成
氏
に
よ

る
基
調
講
演
「
家
庭
力
を
高

め
る
」
を
お
聞
き
し
た
。
あ

ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
動
物

の
行
動
や
親
子
の
ほ
ほ
え
ま

し
い
様
子
な
ど
を
通
し
て
、

命
の
大
切
さ
や
す
ば
ら
し
さ

な
ど
を
深
く
考
え
さ
せ
ら
れ

た
。

　

デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、
親
力
に
つ
い
て
様
々
な

意
見
が
出
さ
れ
、
我
が
家
の

子
育
て
や
子
ど
も
と
の
か
か

わ
り
を
振
り
返
る
こ
と
が
で

き
た
。　

　

２
日
目
の
全
体
会
で
は

「
北
の
国
か
ら
」
で
有
名
な

脚
本
家
倉
本
聰
氏
の
記
念
講

演
が
行
わ
れ
た
。
そ
の
中

で
「
日
本
は
高
度
成
長
の
波

に
乗
っ
た
が
、
ブ
レ
ー
キ
と

バ
ッ
ク
ギ
ア
を
付
け
忘
れ

た
」
と
い
う
話
が
心
に
残
っ

た
。

　

全
国
の
仲
間
と
出
会
え
た

り
、
開
催
地
の
熱
い
思
い
が

伝
わ
っ
た
り
と
、
多
く
の
感

動
を
胸
に
帰
途
に
着
い
た
。

　
　
　
　
　
　
　

（
Ｔ
・
Ｕ
）

　長野県ＰＴＡ連合会は、県教育委
員会の施策について郡・市ＰＴＡ会
長が議論する仕組みづくり、研究大
会など集会型の一律支援事業の見直
し、県ＰＴＡへの分担金低減などを
骨子とした改革案に、平成２８年度
より着手することを決定した。担当
した千野貴文総務委員長（県Ｐ改革
委員長）は、「単位ＰＴＡと郡・市
ＰＴＡから寄せられる『少子化によ
る財政難で事業設計ができない』と
の声や地域環境により多様化する
ニーズを踏まえ、毎年入れ替わるＰ
ＴＡ役員の支援などをしていきた
い」と改革の趣旨を説明している。

改革委員会から
長野県ＰＴＡ連合会　委員会だより

第
47
回
日
本
Ｐ
Ｔ
Ａ

関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大
会
横
浜
大
会

実
さ
せ
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
へ
の

参
加
者
の
偏
り
が
出
な
い
よ

う
「
誰
も
が
参
加
し
や
す
い

Ｐ
Ｔ
Ａ
づ
く
り
」
の
実
践
に

取
り
組
ん
だ
。
活
動
を
見
直

し
、
工
夫
す
る
こ
と
で
、
そ

れ
ぞ
れ
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
に
無

理
な
く
参
加
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
間
の
交

流
を
さ
ら
に
深
め
る
こ
と
が

で
き
た
。

取
り
組
み
の
内
容
は
以
下

主
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
は
、地
域
消
防
団
の
ほ
か
、

学
習
支
援
、
行
事
支
援
、
土

木
工
事
、
緑
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
な
ど
が
あ
る
。
そ
の
他
に

も
、
生
け
花
に
よ
る
校
内
美

化
、
部
活
動
支
援
の
健
康
相

談
、福
祉
体
験
学
習
の
支
援
、

誰
も
が
参
加
し
や
す
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
づ
く
り

「
学
校
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」の
立
ち
上
げ

交
流
・
連
携
を
充

　

核
家
族
化
が
進

て
い
く
、
と
い
う
ス
タ
イ
ル

を
維
持
し
て
い
き
た
い
。

　

一
つ
一
つ
の
記
事
が
し
っ

か
り
ま
と
め
ら
れ
て
い
た
。

見
出
し
や
写
真
の
配
置
な

ど
、
読
み
や
す
い
レ
イ
ア
ウ

ト
が
紙
面
を
際
立
た
せ
て
い

た
。

審
査
総
評

10
月
24
・
25
日
、
日
本
Ｐ

Ｔ
Ａ
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
研
究
大

会
が
横
浜
で
行
わ
れ
た
。

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン
「
子
ど

も
の
生
き
る
力
﹇
知
・
徳
・

体
・
公
・
開
﹈
想
い
を
つ
な

ぐ
教
育
文
明
開
化
〜
子
ど
も

た
ち
と
見
す
え
る
未
来
へ
の

船
出
〜
」
の
も
と
、
初
日
は

分
科
会
、
２
日
目
は
全
体
会

が
行
わ
れ
た
。

１
日
目
に
参
加
し
た
第
４

分
科
会
で
は
「
体
」
を
テ
ー

マ
に
、
健
や
か
な
体
を
育
て

る
た
め
の
「
心
の
持
ち
方
、

気
持
ち
の
あ
り
方
」
を
学
ん

だ
。
メ
ン
タ
ル
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
コ
ー
チ
大
儀
見
浩
介
氏
の

指
導
に
よ
り
、
２
人
一
組
に

な
り
、
や
る
気
の
出
し
方
や

集
中
の
仕
方
な
ど
を
話
し
合

う
パ
ー
ト
ナ
ー
ワ
ー
ク
を

行
っ
た
。

２
日
目
の
全
体
会
で
は
、

横
浜
大
会
長
の
あ
い
さ
つ
が

あ
っ
た
。
「
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
名
の

通
り
、
Ⓟ
パ
ッ
と
Ⓣ
楽
し
く

Ⓐ
明
る
く
活
動
し
、
誰
も
が

参
加
し
や
す
い
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
つ

く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」
と

い
う
言
葉
が
強
く
印
象
に

残
っ
た
。

　

記
念
講
演
で
は
、
タ
レ
ン

ト
で
戸
板
女
子
短
期
大
学
客

員
教
授
の
菊
池
桃
子
氏
が

キ
ャ
リ
ア
教
育
に
つ
い
て
語

ら
れ
、
立
ち
止
ま
っ
て
過
去

を
振
り
返
る
の
で
は
な
く
、

過
去
か
ら
学
び
計
画
を
立
て

る
こ
と
の
大
切
さ
を
学
ん

だ
。

　

自
分
で
考
え
、
修
正
す
る

力
を
育
て
る
た
め
に
、
親
と

し
て
子
ど
も
に
何
が
で
き
る

の
か
を
考
え
る
こ
と
が
で
き

た
大
会
で
あ
っ
た
。

(

Ｙ･

Ｔ)

表彰された方々

スポーツ交流会の様子

学校登山での付き添いボランティア

会
場
の
様
子

講
演
す
る
大
儀
見
氏
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編
集
後
記

元気すぎるから心配…
そんな親心を支えます 承認番号B1522820A1555-20151120

長野県PTA連合会が平成10年よ
り導入している制度です。
詳しい補償内容については、学校
配布のパンフレットをご覧くださ
い。
詳しくは、小・中学生総合補償制
度担当係までお問い合わせくだ
さい。

岡 谷 市木 曽 町
お か や

「
最
後
だ
よ
、

　

全
員
集
合
！
」

最
後
の
親
子
作
業

　

そ
し
て「
文
教
の
丘
の
集
い
」

新
た
な
ス
タ
ー
ト

に
向
け
て

　

５
月
30
日
、
岡
谷
小
学
校

最
後
の
運
動
会
が
盛
大
に
行

わ
れ
た
。

　

準
備
に
は
、
先
生
方
、
子

ど
も
た
ち
、
保
護
者
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
。
Ｐ

Ｔ
Ａ
会
長
の
大
池
さ
ん
は

「
最
後
だ
よ
、
全
員
集
合
！
」

の
か
け
声
の
も
と
多
く
の
方

に
参
加
し
て
も
ら
い
た
い
と

車
に
ス
ピ
ー
カ
ー
を
載
せ
、

街
中
を
宣
伝
し
て
回
っ
た
。

ま
た
、
三
四
六
氏
に
Ｆ
Ｍ
ラ

ジ
オ
の
番
組
内
で
呼
び
か
け

て
も
ら
っ
た
。

　

こ
れ
ら
の
努
力
が
実
り
、

当
日
は
地
域
の
方
や
卒
業

生
、
保
護
者
ら
合
わ
せ
て
約

６
０
０
人
が
集
ま
っ
た
。
子

ど
も
た
ち
と
一
緒
に
大
玉
送

り
を
楽
し
み
、『
岡
谷
踊
り
』

で
は
大
輪
の
花
を
咲
か
せ

た
。

　

校
長
先
生
は「
ま
さ
に『
あ

か
し
あ
の
丘
』
が
、
岡
谷
小

に
思
い
を
寄
せ
、
岡
谷
小
を

愛
す
る
皆
様
の
姿
で
一
杯
に

な
っ
た
瞬
間
で
あ
っ
た
」
と

『
Ｐ
Ｔ
Ａ
だ
よ
り
』
に
記
し

て
い
る
。

　

校
舎
の
周
り
は
、
ア
カ
シ

ア
の
木
が
覆
い
茂
っ
た
林
に

な
っ
て
い
る
。
こ
の
豊
か
な

自
然
を
活
か
し
て
、
１
周

５
５
０
ｍ
の
マ
ラ
ソ
ン
コ
ー

ス
や
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
コ
ー

ス
、
ヘ
ビ
道
と
呼
ば
れ
る
曲

が
り
く
ね
っ
た
道
や
そ
り

コ
ー
ス
な
ど
が
造
ら
れ
て
い

る
。

　

こ
れ
ら
の
整
備
、
補
修
は

年
３
回
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業
で
行

わ
れ
る
。
作
業
日
に
は
毎
回

１
４
０
名
余
り
の
保
護
者
が

参
加
す
る
。「
父
親
が
出
な

い
と
始
ま
ら
な
い
ん
で
す

よ
」
と
大
池
会
長
が
語
る
よ

う
に
、
参
加
者
の
約
８
割
が

父
親
で
あ
り
、
そ
の
伝
統
が

今
も
し
っ
か
り
と
引
き
継
が

れ
て
い
る
。

　

最
後
と
な
る
今
年
度
の
作

業
に
は
、
来
年
度
統
合
す
る

田
中
小
学
校
と
神
明
小
学
校

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
も
参
加
し

た
。
力
を
合
わ
せ
て
行
っ
た

作
業
は
、
今
後
も
新
し
い
学

校
で
の
保
護
者
同
士
の
絆
を

深
め
る
こ
と
に
つ
な
が
っ
て

つ
な
が
っ
て
い
く

Ｐ
Ｔ
Ａ
作
業

伝
統
の

『
あ
か
し
あ
窯
』

取
材
を
終
え
て

取
材
を
終
え
て

　

岡
谷
小
学
校
の
特
色
あ
る

教
育
活
動
と
し
て
、
陶
芸
が

取
り
入
れ
ら
れ
て
い
る
。
作

品
を
焼
き
上
げ
る
穴
窯
は
、

30
年
ほ
ど
前
に
保
護
者
と
先

生
方
が
レ
ン
ガ
を
使
っ
て
造

り
上
げ
『
あ
か
し
あ
窯
』
と

呼
ば
れ
て
い
る
。

　

例
年
は
高
学
年
が
取
り
組

む
が
、
今
年
度
は
全
校
児
童

が
思
い
出
の
作
品
を
作
る
こ

と
に
し
た
。
10
月
、
三
日
三

晩
火
を
絶
や
さ
な
い
よ
う

に
、
保
護
者
と
先
生
方
が
交

代
で
焼
き
上
げ
た
。
こ
ん
な

に
も
大
切
に
さ
れ
て
出
来
上

が
っ
た
作
品
は
、
子
ど
も
た

ち
の
宝
物
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

急
な
坂
道
を
２
０
０
ｍ
ほ

ど
上
っ
た
林
の
中
に
、
岡
谷

小
学
校
は
あ
る
。

　

春
に
は
ア
カ
シ
ア
と
桜
の

花
が
咲
き
誇
り
、
街
か
ら
丘

を
見
上
げ
る
と
、
一
面
真
っ

白
な
彩
り
の
中
に
校
舎
が
浮

か
ん
で
見
え
る
そ
う
だ
。

　

時
折
、
カ
モ
シ
カ
が
子
ど

も
た
ち
の
様
子
を
覗
き
に

や
っ
て
く
る
と
い
う
。「
先

生
、
カ
モ
シ
カ
だ
よ
！
」
子

ど
も
た
ち
の
声
が
聞
こ
え
て

き
そ
う
だ
。

　

自
然
豊
か
な
『
あ
か
し
あ

の
丘
』
で
健
や
か
に
育
っ
た

子
ど
も
た
ち
は
、
保
護
者
と

共
に
新
た
な
一
歩
を
踏
み
出

す
こ
と
に
な
る
。

どんな作品ができるかな♪

　

三
岳
小
学
校
と
三
岳
中
学

校
が
並
ん
で
建
つ
『
文
教
の

丘
』
は
、
長
年
に
わ
た
っ
て

地
域
の
方
々
に
親
し
ま
れ
て

お
り
、
毎
年
、
夏
休
み
前
に

行
う
親
子
作
業
で
手
入
れ
を

し
て
き
た
。
三
岳
中
最
後
の

年
に
あ
た
る
今
年
は
「
あ
り

が
と
う
！
三
岳
中
」
を
合
言

葉
に
、
生
徒
・
保
護
者
に
加

え
、
卒
業
生
や
地
域
の
方
々

合
わ
せ
て
１
０
０
名
程
が
感

謝
の
気
持
ち
を
込
め
て
汗
を

流
し
た
。
ラ
ン
チ
タ
イ
ム
に

は
、
参
加
し
た
方
か
ら
校
舎

が
建
て
ら
れ
た
頃
の
話
を
聞

き
な
が
ら
、
道
の
駅
の
お
弁

当
を
食
べ
た
。

　

午
後
は
「
文
教
の
丘
の
集

い
」
が
行
わ
れ
た
。
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
や
合
唱
の
他

に
、Ｐ
Ｔ
Ａ
が
企
画
し
た『
思

い
出
ボ
ー
ド
』
に
「
い
っ
ぱ

い
笑
っ
て
い
っ
ぱ
い
泣
い
て

そ
ん
な
時
間
が
愛
お
し
く

　

あ
の
頃
に
ち
ょ
っ
と
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
」
な
ど
、
参
加
者

が
思
い
思
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

を
残
し
た
。

　

こ
の
『
思
い
出
ボ
ー
ド
』

は
、
閉
校
式
典
ま
で
、
誰
で

も
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
る
こ

と
が
で
き
る
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
の
髙
木
さ
ん

は
、
４
人
の
子
を
持
つ
母
親

で
、
三
岳
中
学
校
初
の
女
性

会
長
で
あ
る
。
三
岳
中
最
後

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
を
担
い
な
が

ら
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
に
向

け
て
、
地
域
や
統
合
す
る
学

校
と
の
話
し
合
い
な
ど
を
進

め
て
き
た
。

　

今
年
２
月
に
は
、
福
島
小

・
中
、
三
岳
小
・
中
４
校
の

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
連
携
し
て
説
明
会

を
行
っ
た
。
統
合
に
向
け
て

の
不
安
や
悩
み
、
要
望
な
ど

に
つ
い
て
協
議
し
た
。
こ
れ

に
よ
り
、
地
域
の
方
や
４
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
が
新
中
学
校
開
校
に

向
け
て
の
理
解
を
深
め
る
よ

い
機
会
と
な
っ
た
。

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
も
町
の
「
統

合
準
備
委
員
会
」
に
加
わ

り
、
総
務
・
通
学
検
討
・
記

念
行
事
の
各
部
会
に
分
か

れ
、
新
中
学
校
開
校
へ
向
け

活
動
を
進
め
て
き
た
。
総
務

部
会
で
は
、
木
曽
町
の
統
合

に
か
か
わ
る
小
中
学
校
４
校

に
「
制
服
に
関
す
る
ア
ン

ケ
ー
ト
」
を
実
施
。
昔
か
ら

親
し
ま
れ
て
い
る
町
の
カ

ラ
ー
で
あ
る
「
木
曽
町
ブ

ル
ー
を
大
事
に
し
た
い
」
と

い
う
思
い
か
ら
、
新
し
い
制

服
の
リ
ボ
ン
に
は
木
曽
町
ブ

ル
ー
が
使
わ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
。
通
学
検
討
部
会
で

は
、
通
学
路
の
調
査
や
通
学

　

壁
一
面
を
覆
う
程
の
白
い

布
に
、
世
代
を
超
え
て
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
て
い

た
。
髙
木
会
長
は
「
こ
の
思

い
出
ボ
ー
ド
を
ず
っ
と
残
し

て
い
き
た
い
」
と
笑
顔
で
語

っ
た
。
そ
の
時
の
温
か
い
ま

な
ざ
し
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。

　

今
年
度
で
三
岳
中
学
校
は

そ
の
歴
史
に
幕
を
下
ろ
す

が
、
思
い
出
ボ
ー
ド
に
残
し

た
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を
心
に

刻
み
な
が
ら
、
新
た
な
仲
間

と
共
に
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
始
ま

る
こ
と
だ
ろ
う
。

バ
ス
乗
降
場
所
な
ど
を
検

討
。
記
念
行
事
部
会
で
は
、

閉
校
記
念
誌
の
編
集
を
行

い
、
１
０
０
０
冊
発
行
、
販

売
も
予
定
し
て
い
る
。

　

開
校
ま
で
数
カ
月
。
木
曽

町
の
新
し
い
中
学
校
の
ス
タ

ー
ト
に
向
け
、
着
々
と
準
備

が
進
め
ら
れ
て
い
る
。

み た け

汗を流すお父さんたち

◎
竹
前　

傳
藏 

（
旭
ヶ
丘
小
長
）

○
金
子　

郁
子 

（
川
中
島
小
頭
）

　

赤
塩　
　

香 

（
裾 

花 

中 

Ｐ
）

　

関　

富
志
子 

（
裾 

花 

小 

Ｐ
）

　

坂
原　

明
子 

（
櫻
ヶ
岡
中
Ｐ
）

　

町
田　

和
子 

（
櫻
ヶ
岡
中
Ｐ
）

　

宮
本　

信
子 

（
城 

東 

小 

Ｐ
）

　

羽
田　

亜
矢 

（
柳 

原 

小 

Ｐ
）

　

宮
島
智
恵
美 

（
裾 

花 

中 

Ｐ
）

　

西
澤　

洋
子 

（
裾 

花 

小 

Ｐ
）

◎
石
坂　

修
一 

（
更　

埴
） 

○
小
林　

勇
也 

（
上
高
井
） 

　

梅
本　

龍
和 

（
木　

曽
） 

　

嶽
野　

弥
生 

（
飯　

伊
） 

　

北
澤　

猛
史 

（
大　

北
） 

　

水
上　
　

勇 

（
上　

水
） 

　

竹
前　

傳
藏 

（
上
高
井
） 

　

伊
東　

貴
世 

（
長
野
市
）

◇
編
集
委
員

◇
広
報
委
員

「
か
わ
い
い
子
に
は
旅
を
さ

せ
よ
」
と
言
う
。
大
の
電
車

好
き
で
「
夢
は
蒸
気
機
関
車

の
機
関
士
」
と
い
う
息
子
が

初
め
て
一
人
旅
を
経
験
し
た

の
は
、
小
４
の
春
休
み
だ
っ

た
。
長
野
を
出
発
す
る
と
目

的
地
の
大
宮
ま
で
途
中
停
車

し
な
い
新
幹
線
を
選
び
、
指

定
席
に
座
ら
せ
た
。
小
５
の

夏
休
み
に
は
東
京
へ
。
そ
の

度
に
親
は
ド
キ
ド
キ
し
、
息

子
は
た
く
ま
し
く
な
っ
た
。

▼
今
年
は
「
一
人
で
大
阪
へ

行
く
。
名
古
屋
ま
で
親
戚
が

迎
え
に
出
て
く
れ
る
か
ら
」

と
言
い
出
し
た
。
名
古
屋
ま

で
は
特
急
し
な
の
で
３
時
間

も
か
か
り
、
途
中
停
車
す
る

駅
も
多
い
。
折
し
も
「
新
幹

線
内
で
ガ
ソ
リ
ン
を
か
ぶ
り

焼
身
自
殺
」
と
い
う
衝
撃
の

ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
た
。
ど
う

す
る
…
。
危
険
だ
か
ら
ダ
メ

と
言
う
の
は
簡
単
だ
。
で

も
、
い
つ
ま
で
も
親
が
つ
い

て
は
い
ら
れ
な
い
。
悩
ん
だ

末
、
行
か
せ
る
こ
と
に
し

た
。
車
掌
室
に
最
も
近
い
所

に
指
定
席
を
取
り
、
出
発
前

に
は
直
接
車
掌
さ
ん
に
お
願

い
も
し
た
。
▼
息
子
が
大
阪

か
ら
初
め
て
連
絡
し
て
き
た

の
は
、
４
日
目
の
朝
。
滞
在

先
に
渡
す
よ
う
持
た
せ
た
お

金
に
つ
い
て
「
こ
れ
、
ど
う

す
る
ん
だ
っ
け
？
」
だ
っ

た
。
「
親
の
心
子
知
ら
ず
」

で
あ
る
。　
　

（
Ｉ
・
Ｋ
）

い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

感謝の気持ちを込めて

『文教の丘』でハイ！チーズ！


